
　町では、町制施⾏ 30 周年記念事業の際にお預かりした 99 通の未来
レターを、10 年の時を経て、町制施⾏ 40 周年記念事業として、10 ⽉
6 ⽇にご指定の宛先へ送付いたしました。
 10 年前のご⾃⾝やご家族、ご友⼈から、懐かしいお⼿紙が届いた⽅の
うち、ご協⼒をいただいた 2 名の⽅に、当時の状況や、⼿紙を受け取った
時の感想などをお聞きしました。

　今回の未来レターの差出⼈は
夫です。
 こういう⼿紙が届くというこ
とは全く知らなかったので、⻑
⼥と⼀緒に開封してみてびっく
りしたのが正直な気持ちです。
 当時の⻑男は⼩学 3年⽣、次
男は⼩学 1 年⽣、⻑⼥は保育
園に通っていましたが、未来レ
ターには、本⼈も含めて、私や⼦
どもたち家族ひとりずつに、⼿
紙を書いたまさにその⽇の様⼦
と 10 年後の予想が書かれてい
ました。 
 10 年後の予想として書かれ
ていたのは、「⻑男は⼤学⽣か、
専⾨学校⽣、もしくは既に就職
しているかな」と書かれていま

このような⼿紙がこのような⼿紙が
届くことを夫から⼀⾔も届くことを夫から⼀⾔も
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した。次男は「⾼校⽣になってい
ると思うので、⾼校球児として
活躍しているでしょう」「⻑⼥
は中学⽣なので、何かスポーツ
をやっているかな」というよう
なことが書かれていました。私
や夫⾃⾝のことは「あまり変化
がないのかな」と書かれていた
ことを含め、概ね、現在は予想ど
おりの⼈⽣を歩んでいます。
 もう⼀つは写真が⼊ってい
たのですが、この⼿紙を書いた
のが、10 年前の 9⽉ 29 ⽇だっ
たのですが、⻑男の誕⽣⽇会を
⾏った⽇でもありまして、その
写真も⼊っていました。また家
族旅⾏で⾏った海の写真も⼊っ
ていてびっくりしました。

 夫が⼿紙を書いていたとき、
私は眠っていたらしく、⼿紙の
ことは⼀⾔も聞いていなかった
ので、驚くと同時に、これを読ん
で家族それぞれ嬉しく思い、少
し感動しました。
 今後の 10 年は、⼦どもたち
が⼀⼈⼀⼈⾃⽴していくと思う
ので、きちんと⽀えて応援して
いけたらと思っています。皆が
10 年後も健康でいられたら⼀
番だと思います。
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　未来レターを書いたのは、当
時通っていた今宿⼩学校の6年
⽣の時で、授業で皆で書きまし
た。10 年後に届く⼿紙なんだ
と思うとどきどき、わくわくし
て⼀⽣懸命書いたことを今でも
憶えています。実はずっと届く
のを楽しみにしていました。
 ⼿紙には、当時の教室の雰囲
気や友だちとの何気ない会話、
学校⽣活で⼀番楽しいクラス
だった！と思い出が書いてあり
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「もし将来何になりたい「もし将来何になりたい
か分からなくなっても、か分からなくなっても、
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ました。加えて、「今宿⼩学校を
卒業して、鳩⼭中学校へ⾏って、
保育⼠になっていく予想です。
当たっていますか？」と将来の
夢についても書かれていました。
 更には「もし保育⼠になって
いなくて、何になりたいか分か
らなくなってしまったら、今の
佐々⽊楓のように前向きにどん
どん進んで⾏ってください！頑
張って！」「全てがうまくいく
わけではないと思います。先輩
に気を使ったりいじめられたり
することがあるかもしれないけ
ど、それを乗り越えた⾃分はと
ても強くなっていると思いま
す。6年⽣はとても楽しいクラ
スです。いつでも思い出せるよ
うに頑張ってください」と、とて

も⾃分らしいエールに励まされ
ました。
 今も⼦どもたちと関わるのは
⼤好きで、放課後児童⽀援員の
資格を取り、⼦どもたちの為に
なれるよう勉強している最中で
す。この先 10 年後どんな⾃分
になっていたいかを未来レター
を通じて考えながら、私らしく
前向きにどんどん進んでいきた
いと思っています。
 鳩⼭町とは離れて暮らしてい
ますが、それでも私の⼤好きな
地元であることは変わりありま
せん。緑がいっぱいなところ、優
しくて温かい⼈がたくさんいる
ところ、⼤きなテニスコート、こ
の先もずっと変わらずにいてほ
しいです。
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